
とうもろこし。大麦二毛作栽培、利用による酪農経営の改善
(畜 rFt 乳牛部 革 地部 経 営部 飼 村機械部)

1.背 景とおらい
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2.技 術の内容
鋼 糖

陵ではそ啓花β撮審キ6島撮貨ぜ蟹暫転謡記躍資増蟹岩せぜ駅皆ごと者

し 、縄賢鞠 。    と
なり、且つ収穫

蹴甜麒苦け、瞥増謂焔運換農
とした。また刈り取り通期は、とうもるこしの栽培期間を出習晋昭腎撃習宅牝墳雀革患密営吾ま旨れ患斎革豊畠モ患紫偽F
響樫r爾熱鰐気鐘晋ほ盲暫誓守晋響3督婚|｀

が`水分70%とサイレージ材料として通していた。県間部おける実吾正試験結果

塩払掃覇選挙環番督告葛紀泰哲鷲番F香ぢ讐ち督3響隈械毛晏熟品経建3曇Rをと奈菱ぜ婁整為警霞R雷ど景晋予集洋劣覆黒
南部に通するものと判断される。
(5)以 上の点からとうもるこし,大表の二毛作栽培の載培ステージは耕枝 ・収穣作業期間を勘案して、とうもるこしが6月 1～5日 から9月 25～ 30日 、大表は10月 10～ 14日 から5月 25～ 27日 であり、その適用地帯は根雪日敗80日 以内
の江刺市以南の県南部である
銅鶴聴                       、
(6)とうもるこし。大表の泌乳期別飼料給与標準:とうもろ

嘉まぱ哲昔ど駅七、名露規蟹ザ埜督援哲腎義名ユ舞を 処給与標準を設定した く表-1)。 大表については夏期間の拾|
したが、大表の 1日当りの採食量の限界が30kg程 度であることがわかったので、26～ 27kgの 給与範囲とした く表一
2).ま たいずれも分焼前後期にチャレンジフィーディングをとりいれた。
濯盟鶴
(7)規 模拡大による経営改善効果 :とうもろこし単作でも粗飼料の日常入によって規模拡大tま可能であり、所得総額およぴ各生
産性も向上するが、大麦二毛作の導入と乾車の購入ないしは借地等による乾革供給基盤との結合にようて更に改善が促進され
るものと予想された く表-3)。

(8)同 一規模における経営改善効果 :二毛作を導入し不足分の乾革を賠入して増頭する場合と、二毛作を導入せずに船入fll飼
料に依存して増頭した場合を比較すると、飼料生産労働時間は104時 間、資本投下領は349万 円増加するが、自給TDN
は5。2ト ン増産され、所得も618千 円増加するものと予想された。この時自給TDNlkg当 りの生産費用は、二毛作を導
入しない場合の方が安くなっており、緒々の価格条件にもよるが、単に生産コストのみの比較ではなく、個々の農家の条件に
応じた全体的な導入効果の判断が必要と思われた く表-3)。

3.指 導上の留意点
(1)と うもうこし。大表の括種が運れると収量が大きく減少するので、十分検討した栽増宮ヤ画を立てて通期括優を励t予する。
(2)春 作業は特に作業競合が激しいので、大奏の面積はとうもるこし栽培面積の 1/2程 度とし、堆肥の運臓や単作の団場の
堆肥散布 ・耕起は必ず秋期に行つておくこと.                        ′

(3)各 サイレージの熱期及び成分などが異なれば各飼料の給与量が異なってくるので飼科計算すること.
(4)大 表サイレージは8～ 9月 の夏期期間の利用となるので二次発酵に注意する。タワーサイロ・バックサイロを利用するの
が望ましい。

(5)飼 料の急変を避けること。特に大表サイレージの移行時は咳込みが見られるので注意する。
(6)農 家の経営実態 (規模 ,労力 ・機械装備 ,他作物との競合)な どを十分に検討して導入を図る。
(7)ホ ールクロップサイレージの肉用牛に対する給与量は、1日 1頭当り15kgを 目安にする。
(8)表 -3の 経営モデルの試算の前提 :主要機械の所有は3戸共同、共同作業は収穫時期のみとし、乳価・機械 ・施設・諸資
材の価格条件は昭和59年 当時を基準とした。自給TDN当 りの賞用の内訳は、直接貞・償却貫・労務貫であり、時問当
り労質は 1000円 とした。自己資本比率は、流動資本50%。 固定資本20%と し、支払い利点の利率は、流動資本8
.0%。 固定資本は5.5%と した。

4.参 考資料
(1)ラ イムギ 。オオムギによるホールクロップサイレージの生産と秀J用について
(2)県 南地域における小麦―大豆体系技術からみた小菱の安全播種限界について
く3)大 菱ホールクロップサイレージの鋼製利用に関する研究
(4)ホ ールクロップサイレージ通年給与のための作付体系と利用技術の確立
(5)ホ ールクロップサイレージによる生乳生産技術
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表 2 泌 乳期別飼料給与標準 (大表サイレージ)

表 1 泌 乳期別飼料給与標準 (とうもうこしサイレージ)
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